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1． はじめに 

水産物は，多品種少量のものが全国各地で分

散して生産される上，天然資源であり季節性を

有することから生産量の変動が大きいという特

徴を持つ．また，同じ魚種でもサイズや鮮度に

よって用途が異なり，消費者は鮮度に対する要

求が高い．流通に関しては，生産者によって漁

獲・水揚げが行われ，産地卸売市場，消費地卸

売市場を通じ，最終的には小売業者から消費者

のもとへ届くという多段階の流通システムが構

築されている．そのため，水産物流通では，生

産の不安定性や商品の腐敗性・季節性などの特

徴を持ち生産調整や在庫管理を行う上で多くの

課題があるため SCM(Supply Chain Management)

の構築が求められている． 

 本研究では，消費地水産物流通を対象とした

SCMを提案する．提案する SCMは，従来型の特

定業者主導の SCM ではなく，消費地卸売業者，

仲卸業者，小売業者の 3 者において協力関係を

構築するための各業者での役割を果たすことを

目的とする協調型 SCMである． 

 

2． 消費地水産物流通における SCM 

2．1 水産物流通におけるサプライチェーン 

 消費地側で形成されているサプライチェーン

（以下，SC）として，卸売主導 SC と量販店主

導 SC の 2 つが存在すると考える．卸売主導 SC

は，卸売市場業者が卸売市場にて競りや入札に

より小売業者へと商品を流通させる．量販店主

導 SC は，量販店がチャネル・リーダーであり四

定条件（定時・定質・定価・定量）を経営の基

本方針として上流側業者への機能統合を図って

いる． 

 これらのように特定の業者が主導すれば，そ

れ以外の業者にしわ寄せが行く可能性がある．

そのため，本研究では消費地卸売業者，仲卸業

者，小売業者の 3 者において協力関係を構築す

る協調型 SCMを提案する． 

 

 

 
 

 

2．2 対象業者の役割 

(1)  消費地卸売業者 

 商品を適切なところに配置させるため，更な

る目利き力や品定めの強化を図る必要がある． 

(2)  仲卸業者 

 商品を適切なところに配置させるため，需要

と供給をマッチングさせることが重要となる．

そのため，適切な入出荷管理の実施および更な

る目利き力や品定めの強化を図る必要がある． 

(3)  小売業者 

 消費者の需要を適切に把握し，適切な価格決

定を行っていくことが必要である． 

 

3． 仲卸業者における業務改善方法 

3．1 現状調査と業務分析 

 盛岡市中央卸売市場に参画している仲卸業者

と小売業者を対象に現状業務について調査を行

った．予約相対取引に関する業務についてまと

めたものを図 1に示す． 
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図 1 予約相対取引における業務の流れ 

 

 小売業者へと提供する入荷予定の情報は，担

当者によって選別され，電話や FAX，EDI シス

テム等で伝達される．しかし，産地や卸売業者

から得られる情報量は少なく，提供するには不

十分である．また，小売業者から寄せられる受

注情報は他の業務で利用する際に人手を介して

紙ベースで管理されるため，受注時の情報と入
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出荷後の情報との整合性をとることが困難であ

る． 

 

3．2 業務改善方法の提案 

 現状，仲卸業者では入荷予定情報の一部を小

売業者に対して提供している．しかし，情報提

供が不十分であるため，他の情報を活用して補

完する必要がある．具体的には，まず，小売業

者との予約相対取引に関する受注情報の収集を

行う．収集した受注情報を活用することで，受

注情報に入出荷の情報を付加する．そして，付

加された情報を入出荷実績として収集し入荷予

定を補完する形で配信する．これら，受注情報

の収集，入出荷業務への活用，入出荷実績の収

集・配信の 3 点について情報システムを構築し

て支援する． 
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図 2 業務改善の対象 

 

4． 仲卸業者を対象とした受注管理システム 

4．1 システムの概要と機能 

 3.2 節の業務改善方法の提案のうち，受注情報

の収集と入出荷業務への活用について支援を行

う受注管理システムを提案構築する．システム

の機能は以下の 3つである． 

(1)  基本情報管理 

 取引先や商品の情報など基本情報を管理する． 

(2)  受注情報管理 

 EDIシステムから受注情報を取り込み，受注集

計表の作成・印刷が行える． 

(3)  入出荷管理 

 携帯情報端末を利用した入出荷の管理が行え

る． 

 

4．2 開発環境 

 受注管理システムの開発環境を表 1に示す． 

表 1 開発環境 

開発言語 Microsoft Visual Basic 2010 

DB Microsoft SQL Server 2008 

 

4．3 画面例と運用状況 

 現在，3つの機能のうち(1) と(2) について構築

が完了している．受注管理システムの画面例と

して入出荷業務で利用する仕入指示書作成の画

面を図 3に示す． 

 
図 3 仕入指示書の例（一部拡大） 

 

 受注管理システムは， 1 社の EDI システムを

対象に試験運用中である．また，機能確認の打

ち合わせの際に，受注情報管理機能について以

下のような意見や評価をいただいた． 

・受注情報が簡単に取り込めるため管理が容易

になる 

・仕入指示書が現場の作業に適した形式となっ

ているため使い易い 

・複数の EDI システムの受注情報を集約できる

ため入出荷業務の人的ミス軽減が期待できる 

 今後は，入出荷管理機能についても構築後に

意見や評価をいただく予定である． 

 

5． おわりに 

 協調型 SCM に基づき現状調査を行い，その結

果から業務改善方法の提案を行った．さらに，

業務改善の一部を支援する情報システムとして

受注管理システムを構築し，意見や評価をいた

だいた．今後は，関連業者における利害関係を

考慮しながら，業者間での情報共有などを考え

ていく必要がある． 
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